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これ は 作者の 閲歴 談と云 ふやうな ことに 聞え ますと、 

はな は 

甚だ 恐縮、 ほんの 子供の 内に 読んだ 本に ついて お 話 

このごろ 

をす るので ございま すよ。 此頃は 皆さんに 読んで 戴い 

て 誠に 御迷惑 を かけます が、 私 は 何う して、 皆さんの 

お書きな すった 物 を 拝見して、 迷惑 処か、 こんな 結構 

な もの はない と 思 ふんです。 其です が、 江戸時代の 文 

学 だの、 明治の 文学 だのと 云 ふ六ケ 敷い ことになると、 

にく た > くさ ざう し き やう でん ぼん 

言 ひ 悪う ございま すから、 唯ね、 小説、 草双紙、 京 伝 本 、 

しゃれ ぼん そのつ も あなた 

洒落 本と 云 ふ 其 積り で 申し ませう。 母が 貴下、 東京 か 

ら 持って 参り ましたんで、 雛の 箱で ささせた とい ふ 本 

やまと ぶんこ 

箱の 中に 『白 縫物 語』 だの 『大和 文庫』 『時代 かゾ み』 



大部な もの は 其 位です が、 十 冊 五 冊 八 冊と いろ/ \ な 

草双紙の 小口が 揃って あるので す。 母 は それ を 大切に 

して 綺麗に 持って 居る の を、 透 を 見ち や あ 引 張り出し 

て I 但し 読む ので はない。 三 歳 四 歳で は 唯 だ 表紙の 

美しい 絵 を 土用 干の やうに 列べ て、 此 武士 は 立派 だの、 

此娘は 可愛い なんて …… お待ちなさい、 少し 可笑しく 

なる けれど、 悪く 取りつ こなし。 さあ 段々 絵 を 見る と 

其 理解が 聴きた くな つて、 母が 裁縫なん かして 居る と、 

其処へ 行って は 聞き ましたが、 面倒く さがって ナ 

力く 教 へない。 夫れ を 無理に つかまへ て、 ねだって 

は 話して もら ひました が、 嘸ぞ煩 さかった らうと 思つ 



手本 を 描いて 貰 ひました が、 何、 座敷 を 取 散 かした の 

が、 落で。 其 中に 何なん です。 近所の 女 だの、 年上の 

お 姉妹 だのに、 母が 絵 解 をす るの を t 時 か 聞き かじつ 

て、 草双紙の 中に ある 人物の 来歴が 分った もの だから、 

お ほと も 

鳥 山 秋作 照忠、 大伴 の 若菜 姫な んと いふの が 殊の外 

ひいき 

貝 頭 肩なん です。 処が 秋作、 豊後之 助の 貝頭属 なの は 分つ 

て 居る が、 若菜 姫が 宜くッ てなら ない、 甚だ 怪しから 

ん、 是は 悪党の 方 だから、 と 思って 居たん です。 のみ 

ならず、 一 体 どう 云 ふ もの だか、 小説の 中に ある 主人 

公な ど は、 善人の 方より は 悪党が てき はきして 居て 可 

い、 善人と さへ 謂 や、 愚図々々 しゃ あがって、 何う か 



したら よさ さうな もんだ。 泣いたり、 口説いたり、 何 

のこ ッ たらう。 浄瑠璃の さはり となると 頭痛が します。 

しか かたきやく 

併し、 敵役の 中で も 石 川 五右衛門 は 甚だ 嫌 ひです な。 

熊 坂 長範の 方が 好い。 此頃 また 白 縫の 後の方 を 見る と、 

口絵に 若菜 姫 を 描いて、 其 上へ 持って来て、 (皆様 御 矗 

属の 若菜 姫) と 書いて ある。 して 見る と 一般の 読者に 

も、 彼の 姐さん は 人気が あった ものと 見えます ね。 

母 はから だが 弱く つて …… 大層 若く つ て 亡な リ まし 

たが …… 亡な つた 時分に、 私 は 十 歳だった と 思 ひます。 

其の 前から 小学校へ 行く やうに なって、 本当の 字を少 

し 許り 覚えたり なに かした。 それから 暫く さう 云 ふ 



ものに 遠ざかって 居た、 石盤 を はふり 出して、 いきな 

リ 針箱の 上へ 耶須 多羅 女の 泣いて 居る 処を 出されて 御 

覧 なさい。 悉達 太子 を 慕って 居る のと 絵 解 をす る もの 

は 話さねば ならないで せう。 さて 其の (慕 ふ) とい ふ 

こと を 子供に 説明 をして、 聞かせる もの は、 こり やよ 

ほど 面倒 だから、 母 もな りたけ 読ませな いやう にした 

ん です。 それに 親父が 八签 敷い、 論語と か 孟子と か 云 

ふ もので なくって は 読ませなかった。 処が 少し イロ ハ 

が 読める やうに なって 来る と、 家に ある 本が 読みた く 

なった でせ う。 読んで ると 目 付かって 恐ろしく 叱られ 

たんです。 そこで 考 へて、 机の 上に 斯う 掛 つて 居る、 



机掛 ね、 之 を 膝の 上へ 被 さる やうに、 手前 を 長く、 向 

あしおと 

う を 一杯 にして置くので、 二階に 閉 籠って 人の 跫 音が 

すると ヒョィ と 其の 下へ 隠す とい ふ、 うまい もので せ 

う。 時々 見付かって、 本より、 私の 方が 押入へ しま は 

れ ました。 いふの はいくら も ある。 一葉 女史なん ざ 

草双紙 を 読んだ 時、 此人は 僕と 違って 土蔵が あった さ 

うで、 土蔵の 二階に 本が あるので、 故と i、5 戯 をして、 

剣突 を 食って、 叱られて は 土蔵へ 抛り 込まれる のです。 

窓に 金網が 張って あるので せう。 其 網の 目 を もる あか 

りで 細かい 仮名 を 読んだ。 其の 所為で、 恐ろしい 

ちかめ たて を やま 

近視眼、 これ は 立 女形の 美 を 傷つけ て 済みません。 話 



郵便 報知 新聞 を 取って 居た。 それに 思 軒さん の瞽 使者 

が 毎日々々 出て 居ます。 是 はまた 飛 放れて 面白い ので、 

こ、 で、 新聞の 小説 を 読む こと を 覚えました。 また 病 

お ほな まけ よ そ 

つきで 課業 は そっちの けの 大 怠惰、 後で 余所の 塾へ 入 

りました が、 又此 先生と 来た 日に や 決して、 然ぅ云 ふ 

もの を 読ませない。 処が、 例の 難 波 戦記 を 貸して 呉れ 

ともだち 

た 友人ね、 其お 友人に 智慧 を 付けられて 貸本屋へ 借り 

に 行く こと を 覚えた のです。 併し 塾に 居 るんで すから、 

ひそか 

ナカ/ \ きびしく つて 外出 を させません。 それ を密 

に 脱出して は 借りに 行く ので、 はじめは 一 冊づ、 借り 

て 来たの が、 今度 読 馴れ て 来る と 読 方が 早くな つて、 



にくれ ました 記事 論説 文例、 と 云 ふの を 二 冊 売つ たん 

です、 是が 悪事の 初めさ。 それから 四書 を 売る。 五経 

を 殺す ね。 月謝が 滞る、 叔母に 泣きつ くと 云 ふ 不始末。 

のみならず、 一度 ことが 露顕に 及んで から は、 益々 塾 

の 監督が 厳重に なって 読む y J と が 出来な くな つた。 さ 

うなる と 当人 既に 身 あがりす る ほどの 縁なん だから、 

た たま 

居ても 起っても 逢 ひたく ッて、 堪 りますまい。 毎日 夕 

刻 洋燈を 点ける 時分、 油壷の 油 を、 池の 所へ あけ るん 

です。 あけて 油 を 買 ひに、 と 称して 戸外へ 出て 貸本屋 

へ艇 付ける。 跫音 がして はれ 可ん から 跣 足で 出た こと 

もあります よ。 処 がどう も 毎 晚油を 買 ひに 行く 訳に い 



だと 宜 いが、 厚い のになる と 其 呼吸が 合 ひますまい。 

其処で かたはらへ 又 沢山 課目 書 を 積んで、 此処へ 辞書 

を 斜めにして 建 掛けた ものです。 さう すると 厚い のが 

隠れ ませう。 最も 恁 うなる といろ あっか ひ。 夜が ふけ 

ると、 一層 身に 染みて、 惚 込んだ 本 は 抱いて 寝る とい 

か ふ じんす け 

ふ 騒ぎ、 頑固な 家扶、 嫉妬な 旦那に 中 をせ かれて いら 

つし やる 貴 夫人 令嬢 方 は、 すべて 此の 秘伝で あ ひ、 V き 

をな すったら よから うと 思 ふ。 

じ やう だん 

串戯 はよ して、 私が 新しい 物に 初めて 接した やう 

な考へ をした の は、 春廼 家さん の 妹と 背か、 V みで、 其 

のころ 書生 気質 は 評判で ありました けれども、 それ は 



後に 読みました。 最初 は 今 申した 妹と 背か、 V み、 それ 

を 貸して 臭れ た 男の 曰く、 この 本 は 気を付けて 考 へて 

読まなくて はいけ ない よと、 特に さう 言 はれた から ビ 

クビク もので 読んで 見た。 第 一番 冒頭に 書して、 確か 

むすめ みさ は 

お 辻と 云 ふ 女、 「ァラ 水 沢さん 嬉しい こと 御 一人き 

リ。」 よく 覚えて 居 るんで す。 お 話 は 別になります が、 

昔の 人が 今の 小説 を 読んで、 主人公の 結局る 所がない 

と 云 ふ、 「武士の 浪人 ありけ る。」 から 「八十までの 長 

寿 を 保ちし となん。」 と 云 ふ 所まで 書いて ないから 分 

らな いと 云 ふが、 なるほど 幼稚な 目に は、 然ぅ 云ふ考 

へがす るで せう。 妹と 背か > みに 於て、 何故、 お雪が 



どうなる だら うと、 いつまでも 心配で/ \ 堪らな かつ 

たこと があります もの。 

東京の 新聞 は 余り 参りませんで、 京都の 新聞 だの、 

金 沢の 新聞に、 誰が 書い たんだ か、 お 家 騒動、 附たリ 

武者修業の 話が 出て 居 るんで す。 其 中に 唯 二三 枚 あつ 

て 見たん です、 四 五十 回 は 続いたら うと 思 ひます が、 

未だに 一 冊 物に なっても 出ず、 うろ覚え ですから 間違 

かも 知れません が、 春廼 家さん なんです、 或 ひ は 朝野 

新聞と も 思 ふし、 改進 新聞 かと も 思 ふんだ が、 「こ、 や 

かしこ。」 と 仮名の 題で、 それが ネ、 大分 文章の 体裁が 

変って、 あたらしい 書 方なん です。 中に 一人お 嬢さん 



が 居 るんだ ネ、 其のお 嬢さん に、 ィャな 奴が 惚れて 居 

て 口説 くんだ ネ。 (何 かヒソ くい ふ、 顔を赧 くす る、 

又 何 かいふ、 黙って 横 を 向く、 進んで 何 かいはう とす 

る、 女 は フィと 立つ。) と、 先づ恁 うです。 おもしろい 

ぢ やありません か。 演劇なら 両手 を ひろげて 追 ま はす。 

続 物の 文章なら コレ おむ すと しなだれ か、 る、 と 大抵 

相場の きま つて 居た 処で せう。 

また 一人の 友人が あって、 貧乏 長屋の 二階 を 借りて、 

別に 弟子 を 取って 英語 を教 へて 居った。 壁 隣が 機業家 

なんです、 高い 山から 谷底 見れば 小 万 可愛 や 布 晒すな 

んぞ と、 ェ 女の 古い 処を 唄って 居る の を 聞きながら、 



ぬ、」 サ 飛んだ のんきで い、 でせ う。 

え、、 此の ごろで も 草双紙 は 楽み にして 居ります。 

おや ぢ 

それに 京 伝 本なん ぞも、 父 や 母の ことで 懐し い 記念 

が 多う ございま すから、 淋しい 時 は 枕許に 置きます と 

ね。 若菜 姫なん ざ、 ァノ 画の 通りの 姿で 蜘蛛の 術 をつ 

しば ゐ 

かふの が 幻に 見えます よ。 演劇 を 見て 居る より 余ッ程 

い、、 笑つ ちゃい けません、 どうも 纏らない お 話で、 

嘸ぞ 御 聴 苦 し う， > j ざいました らう。 

(明治 三十 四 年 一 月) 
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